
　いわて生協は、2011 年の東日本大震災と福島第
一原子力発電所の重大事故を受け、「原発に依存しな
い事業とくらし」をめざし、取り組みをすすめてきまし
た。その結果、いわて生協の事業で使用する電力の
100％以上を再生可能エネルギーでまかない、CO2

排出量も目標を超えて削減することができました。さ
らに、再生可能エネルギー比率の高い「コープのでん

き」の組合員への供給も継続しています。
　持続可能な地球を子どもたちに残すために、引き続
き、人類共通の課題である「地球温暖化防止」のた
めの取り組みや「プラスチック問題」、「食品ロス問題」
への対応、「エシカル消費」の普及など、これまで以
上に積極的な役割を果たします。

いわて生協は従来の活動の枠や発想にとらわれるこ
となく、全常勤者が知恵を込め、以下の活動に取
り組みます。
いわて生協の事業における環境負荷を減らすため
に、マネジメントラインを通じて、全常勤者が、日
常の仕事としてＰＤＣＡサイクルをまわし、継続的
な改善を積み重ねていきます。
CO2 排出量は、「2013 年を基準に 2022 年度、
67% 削減しています。今後、事業が拡大しても目
標を達成し続けるために、再生可能エネルギーの
導入推進と、施設・設備の省エネ型への更新、常
勤者の節電の取り組みをすすめ、いわて生協で使
用する電力の 100％以上を再生可能エネルギーに
よる発電でまかなう状況を維持します。
資源の節約とリサイクルの活動を、組合員といっしょ
に、いっそう推進します。事業者責任として、容器
包装の 100％回収をめざし、年度のリサイクルの目
標を設定して取り組みます。レジ袋の節約では節約
率 100％を目標に、更に使用の削減に取り組みま
す。
産直商品、アイコープ商品の利用普及、地産地消
の活動を、いっそう推進します。このことで、輸送
エネルギーの削減による CO2 排出量の削減をすす

めるとともに、県内農林漁業の復興・振興に寄与
します。また、エシカル消費についても、組合員といっ
しょに、学習や普及をすすめます。
食品ロス問題は、食品廃棄の削減、リサイクル率
の向上の目標をかかげ、取り組みを進めます。「コー
プフードバンク」「フードドライブ」を通じた社会貢
献など、事業者としてより積極的な役割を果たしま
す。
岩手の森林を保全・育成し環境意識を高める取り
組みとして、「コープの森づくり」を継続します。

環境に関する法令を守り、事業によって環境を汚染
しないよう、その予防に努めます。
上記の課題に、全常勤者が主体的に取り組めるよ
うに、環境教育を実施します。
この環境方針と環境活動の取り組みの結果を定期
的に公表し、社会的責任を果たすとともに、環境
問題について社会全体の取り組みがさらに進むこと
に寄与します。
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環境理念

環境方針

制定日　2011 年 5 月 23 日
改定日　2023 年 3 月 21 日
いわて生活協同組合
理事長　　飯塚明彦

環境活動
第 ６ 章

地球温暖化防止と「原発に依存しない事業とくらし」をめざし、
取り組みをすすめています。

いわて生協 環境方針

店内にもモニターを設置し発電状況をお知らせしています。組合員参加で卵パック・紙パックの回収率は 100% を超えています。

第 ５ 章

組合員の活動 「だれもが安心して暮らせる社会と、人と人とがつながる地域
づくり」をめざして、組合員みんなで取り組みをすすめています。

毎年８月９日に開催する「平和のつどい」。多くの組合員が運営の場に参加しています。

　ロシアのウクライナ侵攻で、核兵器使用の危機がこ
れまでになく高まっています。唯一の戦争被爆国であ
る日本が、今こそ核兵器の廃絶へ世界をリードすべき
との思いから、日本政府に核兵器禁止条約への署名・
批准を求める署名活動に、県内の被爆者団体等といっ
しょに取り組みました。
　いわて生協では３万 1,684 筆、県内で５万２千筆
が寄せられました。

　いわて生協では「くらしの基本は平和があってこそ」
との思いから、平和運動に取り組んでいます。2022
年度は、平和の大切さを学ぶ「ピースアクション in
ヒロシマ・ナガサキ（オンライン）」に 40 人が参加。
また、「平和のつどい」を高松の池にある平和祈念像
前で開催し、31 人が参加しました。

核兵器禁止条約への署名・批准を
求める署名３万２千筆

平和運動
平和の大切さを学ぶ

　ロシアのウクライナ侵攻でエネルギー価格が高騰す
る中、県内全市町村での「福祉灯油」の実施を求めて、
岩手県生協連などといっしょに岩手県議会へ請願を
行いました。
　請願は採択され、福祉灯油を含む冬季暖房関連
への助成３億２千万円が決定し、県内全市町村 10
万９千世帯で実施されました。

「福祉灯油」の実施を要請し
県内全市町村10万９千世帯で実現

１万４千人の組合員参加で運営
　多くの組合員の参加で生協を運営しようと取り組み
ました。2022 年度は、若い世代の参加を増やそう
と取り組み、のべ１万 4,063 人が参加。運営や計画
づくりに多くの組合員の意見・要望をいかすことがで
きました。

6,941人（̶）
参加人数（前年比）運営参加の場

ウェルカムコープ
5,059人（68％）秋のコープのつどい
1,457人（139％）コープ懇談会
606人（106％）
14,063人（78％）

コープ総代会

組合員の
集まり

計画づくり

計

核兵器の禁止条約の批准を求めて県選出国会議員へ要請を行いま
した。

岩手県議会へ福祉灯油の実施を要請しました。
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原子力発電に依存しない事業とくらしをめざす取り組み

　東日本大震災による原子力発電の重大事故を受けて、
「原発に依存しない事業とくらし」をめざし、再生可
能エネルギーによる創電を積極的にすすめています。
　2022 年度事業所の電気使用量は、2,574 万
kWh（前年比 98.9％）。これに対し、再生可能エネルギー
で 3,692 万 kWh（前年比 102％）を発電し、電気使
用量の 146％相当を再生可能エネルギーで確保する
ことができました。
　 再 生 可 能エネルギー 発 電 100% の電 気を組
合員に供給する電気小売事業「コープのでんき
COCOENE」は、7,510 件の利用となりました。

太陽光発電設置事業所（2022年度稼働）

事業所の電気使用量146％相当を
再生可能エネルギーで確保

2022 年度発電量　686 万 kWh（前年比 110％）

　みやぎ生協・コープあきたと共同で風力発電３基を
秋田県に建設。うち１基がいわて生協の「風みらい
1 号」。2016 年 10 月稼働。発電出力は 2.5MW。

2022 年度発電量（いわて生協分）
1,188 万 kWh（前年比 100％）

　日本生協連、コープ東北サンネット事業連合など
とともに参加。2016 年８月本格稼働。発電出力は
14MW。

2022 年度発電量（いわて生協分）
816 万 kWh（前年比 100％）

　2017年２月稼働。いわて生協は同年５月より参加。
発電出力は 6.25MW。

2022 年度発電量（いわて生協分）
371 万 kWh（前年比 100％）

　2019年２月稼働。いわて生協は同年４月より参加。
発電出力は 7.05MW。

2022 年度発電量（いわて生協分）
540 万 kWh（前年比 100％）

　2019 年１月稼働。いわて生協は 2020 年４月よ
り電力を調達。

2022 年度発電量（いわて生協分）
881 万 kWh
　2019 年４月稼働。いわて生協は 2020 年４月よ
り電力を調達。

2022 年度発電量　90 万 kWh（前年比 100％）

　24 の事業所（932kW）で発電しました。

コープ東北羽川風力発電

野田木質バイオマス発電

花巻木質バイオマス発電

大仙バイオマス発電

松尾八幡平地熱発電

姫神ウィンドパーク

太陽光発電

25
20
10
49
27
20
30
44
16
117
80
74

セリオホールみたけ
釜石センター
セリオホールみやこ
ベルフ牧野林
久慈センター
けせんセンター
ベルフ山岸
県南センター
セリオホール牧野林
ベルフ八幡平
コープ一関コルザ
盛岡南センター

事業所名 発電出力
（kW）

25
116
43
58
20
29
22
22
10
20
48
7
932

宮古センター
コープ花巻あうる
セリオホール仙北
花北センター
セリオホール岩泉
セリオホール緑が丘
セリオホール水沢
セリオホール矢巾
介護・福祉センター
盛岡北センター
プロセスセンター
セリオホール西青山

事業所名

合計

発電出力
（kW）

事業におけるCO2（二酸化炭素）排出量削減の取り組み

　2022 年度、いわて生協の事業における CO2 排出
量は 6,041トン、前年度から 1,345トン（約 18％）
削減することができました。2022 年度の CO2 排出
量削減目標「2013 年度比 64％削減」に対しても、

「67.5％削減」と達成し、日本政府が掲げる「2030

年までに 46% 削減（2013 年比）」を大幅に上回る
削減となりました。これはいわて生協の 44 事業所中
38 事業所を「CO2 排出ゼロ」の電力に切り替えたこ
と、また電気使用量を前年比 97.3% に削減できたこ
とによるものです。

2022年度CO2排出量　2013年度比67.5％削減

　2022 年度は「CO2 排出量ゼロ」の電力を、44
事業所中 38 事業所に導入・拡大しました（前年 6
事業所）。
　新たに、東北電力「いわて復興パワー水力プレミア
ム」をセリオホール水沢南、五月町、西青山に導入
しました。この電力は県内の 14 か所の水力発電で
発電した、「CO2 排出量ゼロ」の電力です。

「CO2排出ゼロ」電力を38事業所に

秋田羽川風力発電「風みらい１号」

事業におけるCO2排出量

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2013年度
（基準年）

18,573

2018年度

13,181

2019年度

12,186

2020年度

10,005

2021年度

7,386

2022年度

6,041

（トン）

67.5%
削減!

風力発電「風みらい１号」を組合員が見学しました。いわて生協が参加する野田木質バイオマス発電。

事業所への太陽光発電設置を積極的にすすめています。
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（前年比）

トレイ
（発泡）

トレイに再生52トン
（103％）

トレイ
（透明）

27トン
（106％）

ペット
ボトル

172トン
（110％）

卵
パック

33トン
（105％）

紙
パック

83トン
（101％）

宅配
チラシ

3,114トン
（98％）

古紙 717トン
（121％）

アルミ缶
スチール缶

112トン
（101％）

廃食油 23トン
（88％）

ダン
ボール

164トン
（122％）

宅配
内袋

20トン
（110％）

※業者に払い渡して再資源化した数量です。

透明トレイに再生

コープ商品の包材、
透明トレイに再生

卵パック原料に再生

アイコープわたしたちの
リサイクルトイレットロール
を含む紙製品に再生

アイコープわたしたちの
リサイクルトイレットロール
を含む紙製品に再生

紙製品に再生

アルミ・鉄製品に再生

飼料原料として再利用

ダンボールに再生

プラスチック原料に再生

再生トレイ店舗
宅配

トレイメーカー
エフピコ工場

店舗
宅配

リサイクル業者
洗浄・ペレット化

卵パック
原料卵パック

店舗
宅配

古紙
回収
業者

アイコープ
わたしたちの

リサイクルトイレット
ロール等の紙製品

一関市
上山製紙

（宅配チラシは宅配のみ）

紙パック
宅配チラシ

食品トレイ

店舗
SC、FC リサイクル業者 再生原料

として出荷発泡スチロール

紙製品店舗 製紙会社古紙回収
業者古紙

宅配 製紙会社古紙回収
業者

ダン
ボールダンボール

店舗 リサイクル業者
トレイメーカー

コープ商品フィルム原材
再生トレイペットボトル

　岩手の豊かな森林を残していこうと、組合員参加で
「コープの森づくり」に取り組んでいます。
　「コープの森 inくずまき」（2010 年開始）は、植
樹活動に組合員・常勤者など 113 人が参加し、クリ
の苗木 200 本を植樹しました。12 年間での植樹は、
委託分も合わせ２万本を超えています。
　「コープの森 in まえさわ生母～国の天然記念物イ
ロハモミジの森づくり」（2014 年開始）の活動は、
下草刈の活動に組合員・常勤者 59 人が参加し、こ
れまで植樹したイロハモミジの苗木周辺の下草を刈り
ました。

　「コープの森づくり」の活動を支えるため、2012
年に「コープの森づくり基金」を設立し、組合員のリ
サイクルで回収した紙パックの益金と宅配チラシ益金
の一部、「コープの森募金」、お取引先協賛企画によ
る募金を積み立て活動に活用しています。
　2022 年度の収入は 194 万円（前年比 103％）で、

「コープの森づくり」を支えてくださる企業を募集しています。お問
い合わせは、環境事業推進室（TEL 019-687-1321（代））まで。

２か所の「コープの森づくり」に
172人が参加

「コープの森づくり基金」
収入は194万円に

「コープの森づくり」の植樹は 12 年間で２万本を超えました。「岩手県 ECO アクション賞」を受賞しました。

総合表彰
優良取組表彰

ベルフ西町（宮古市）、コープ花巻あうる（花巻市）
いわて生協（本部／滝沢市）

2022年度エコ協力店いわて優良事例表彰

組合員活動の取り組み

組合員による「コープの森募金」は 17 万１千円（前
年比 110％）。キリンビバレッジ様の協賛で「商品購入
金額の一部がコープの森募金」企画を店舗で実施し、
18 万円の協賛をいただきました。

　食品廃棄の削減に向けて、店舗・部門ごとに削減
目標を設定して取り組み、食品廃棄量は 67.2トン（計
画比 85.7％、前年比 80.6％）に削減しました。また、食
品廃棄物のリサイクル率は 79.6％（前年 +2.3％）に向
上し、食品小売業に求められる 55% を大幅に上回り
ました。食品廃棄物は堆肥原料等にリサイクルされて
います。

食品ロス（廃棄）を前年比81%に削減

　トレイ、紙パック、卵パックの全量回収をめざし取
り組んでいます。2022 年度も回収ルールの発信を
継続し、リサイクル参加を呼びかけました。
　回収率はトレイ 51.6%、紙パック 146.3%、卵
パック 230.5% とトレイの回収率が前年＋ 7.6%、
51.6％に向上しました。総回収量は 4,516トン（前
年比 103％）になりました。
　回収率が 51％にとどまるトレイの回収をさらに広
げることが課題です。
　古紙回収機は新たに２店舗に設置し、新聞やチラ
シ、雑誌など 717トン（前年比 121％）を回収しました。

組合員とすすめるリサイクル活動
回収量は4,516トンに

廃棄物の削減、リサイクルの取り組み

　店舗では 2020 年から主要なレジ袋をバイオマス
素材比率 50％に切り替え、レジ袋の種類を減らすこ
とでプラスチック使用量の削減をすすめています。ま
た、マイバッグ・マイバスケットの普及にも引き続き取
り組みました。
　2022 年度末のレジ袋節約率は 84.8％でした。節
約率 100％をめざして引き続き取り組みます。
　また、2020 年度よりストローやスプーンの提供を
ご希望の方のみに変更し、255kg のプラスチック使
用量削減につながりました。

レジ袋節約率は84.8％に

・ベルフ仙北（盛岡市）
・ベルフ青山（盛岡市）
・ベルフ牧野林（滝沢市）
・コープ花巻あうる

・コープアテルイ（奥州市）
・コープ一関コルザ
・マリンコープドラ（宮古市）

古紙回収機設置店舗

組合員のリサイクル活動回収量 （店舗・宅配）

いわて生協のリサイクルの流れ
　日本の食品ロスの約半分は家庭から排出されるこ
とから、「わいわいコープ」（年５回発行）で家庭でで
きる工夫を継続して紹介しました。

必要な食材をしっか
りメモして買い物に
行きます。食べ切るま
でなるべく買い物しま
せん。

２人暮らしなので野
菜などはカットしてあ
るものを選びます。

きのこ、食パンは購
入したら冷凍庫で保
存します。ムダがない
です。

残り野菜はミネスト
ローネにして食べ切り
ます。

食品ロスを減らそう
工夫を交流

　この間の環境の取り組みが認められ、「岩手県
ECO アクション賞」を受賞しました。
　また「エコ協力店いわて」制度でもこの間のリサイ
クルの取り組みなどが評価され、いわて生協と２店
舗が表彰されました。

「岩手県ECOアクション賞」を受賞

コープの森の活動は親子での参加が増えています。
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1990 年
いわて生協
誕生

1991 年

1995年

1993年

1994年

1996年

1997年

1999年

1998年

1992年

・牛乳パックの回収リサイクルを開始。
・買い物袋節約スタンプ制開始。

・使用済みOCR用紙のリサイクルを開始。
・食品トレイの回収開始。

・ペットボトルの回収リサイクルを開始。
・共同購入トラックにLPG（低NOX）を導入開始。

2001年 ・印刷物に大豆インキを採用。
・遺伝子組換え原料・飼料の排除の取り組み本格化。

2003年 ・買い物袋節約率が30％を超える。
・コープアテルイで生ごみ堆肥化リサイクルを開始。

2006年 ・初の太陽光発電をセリオホールみたけに設置。
・共同購入トラックでBDF使用開始（6台）。

2007年 ・買い物袋節約率45％に。50％をめざす新目標を決定。
・葬祭事業で環境負荷が少ない棺「エコ棺」を導入。

2004年 ・印刷物・帳票類の再生紙への切り替えが終了。

・朝配達牛乳で、紙パックをリターナブルビン容器
 （720ml）へ切り替え。
・レシート用紙を再生紙に。

・包装ラップを非塩ビラップに切り替え。
・店舗の飲料自動販売機の台数を削減（42台から20台へ）。
・ギフトの簡易包装紙を開発し、使用開始。

・共同購入盛岡3支部で商品案内チラシ回収リサイク
　ルを開始（翌年全支部で開始）。
・注文のないOCR注文用紙の回収リサイクルを開始。

・盛岡市「ごみ減量・リサイクル協力店」に認定。

・アイコープ低温殺菌牛乳（200ml）をリターナブル
　ビン容器に切り替え。
・ペットボトル・卵パック圧縮減容の作業開始。

2000年
・県内流通業で初めてISO14001の外部認証取得。
・LPG車両が50台を超え半数以上の導入計画達成。
・マイバッグ、マイバスケットの本格的普及活動を開始。

2002年
・買い物袋節約スタンプからカードポイント制に変更。
・共同購入の内袋を回収し、内部使用のゴミ袋にリサ
　イクル開始。

2015年 ・電気自動車3台を花北センターに導入。計7台に。

2016年

・日本生協連の新電力会社「（株）地球クラブ」からの
　電気購入スタート。
・野田木質バイオマス発電、コープ東北羽川風力発電が
　稼働。

2019年
・大仙バイオマス発電事業へ出資・参加。
・「岩手県環境活動表彰」受賞。

2020年
・松尾八幡平地熱発電所と姫神ウィンドパークから
　電力調達を開始。
・CO2 排出ゼロの電力を６事業所に導入。

2021年
・回収したペットボトル全量を透明トレイにリサイク
　ルする取り組みを開始。

2017年
・花巻バイオマス発電事業へ出資・参加。
・紙パック、トレイ、卵パックの全量回収をめざす
　取り組みをスタート。

2018年 ・コープのでんき「ココエネ」開始。

2005年
・岩手県「エコショップ」制度第1号認定を受ける（全店）。
・「森林（もり）を守る募金」開始。以後、この募金を
　活用し4年間で県内環境団体へ150万円贈呈。

2008年
・発泡スチロールの減容・リサイクル施設完成。
・共同購入トラックで燃費改善の取り組み開始。
・買い物袋節約率が51％となり、50%の目標達成。

2022年

・回収したペットボトルの８割をコープ商品包材原料
　にリサイクルする取り組みを開始。
・「ECOアクション賞」受賞。
・「古紙回収システム」をベルフ牧野林、ベルフ青山に導入。

2011年

・東日本大震災と原発事故を受けて「原発に依存しない
　事業とくらし」をめざす方針を決定、取り組み開始。
・家庭の使用済み揚げ油回収スタート。
・「低炭素杯2012」で、特別賞受賞。
・レジ袋大幅削減に向けた提言書を岩手県などへ提出。

・回収したペットボトル・卵パックを卵パック原料と
　して再利用。
・回収した商品案内チラシを原料に、アイコープトイ
　レットペーパーを商品開発。

2009年

・本部構内にBDF精製施設を設置。
・透明トレイ・ふたの回収リサイクルを開始。
・盛岡エリア店舗の生ごみ（食品残さ）を小岩井農場
　内でガス発電・液肥へのリサイクルを開始。

2010年
・「コープの森づくり」葛巻町でスタート。
・BDF使用が本格化し共同購入トラック24台で走行。
・ISO14001を終了。独自EMS運用へ。

2012年
・「コープの森づくり基金」設立。
・「古紙回収システム」ベルフ仙北でスタート。

2013年
・秋田羽川風力発電共同事業に基本合意。
・「食品産業もったいない大賞」で審査委員長賞受賞。
・電気自動車４台を盛岡南センターに導入。

2014年

・「コープの森づくり」奥州市でスタート。
・「古紙回収システム」をコープアテルイ・コープ一関
　コルザ・マリンコープドラに導入。
・「できることからECOアクション賞」受賞。
・野田村の木質バイオマス発電事業へ出資・参加。

・アルミ缶の回収を青山店（現ベルフ青山）で開始。

環境活動のあゆみ

　葬祭事業では、葬儀の棺に環境負荷の小さい「エ
コ棺」をおすすめしています。「エコ棺」は、管理さ
れた森林から採取した木材パルプを使用した、特殊
三層構造の紙製の棺です。木材の使用は従来の棺の
３分の２、火葬時の燃焼による排ガス汚染は３分の１
に低減されます。また、供給の一部を東京都青梅市
御岳の山「グリーンアークの森」の植樹活動に寄付
しています。2022 年度は施行件数の 29％にあたる
352 件（前年比 156％）で使用されました。

　買い物をする際、社会や環境にも配慮して商品を
選ぶ「エシカル消費」を広げようと、エシカル消費に
対応した商品の利用拡大に取り組んでいます。対象
は、全国の生協で作るコープ商品のエシカル消費対
応商品、いわて生協のアイコープ商品、産直品です。
2022 年度、店舗や宅配、組合員活動でもエシカル
消費に対応した商品をおすすめし、商品の利用は 52
億 7 千万円（前年比 107.1％）と大きく広がりました。

　世界的な問題となっているプラスチックごみ。全国
の生協でつくるコープ商品は、プラスチック容器重量
の削減や再生プラスチック・植物由来プラスチックへ
の切り替えなど、取り組みをすすめています。

葬祭事業セリオ
エコ棺のご利用は352件と大幅増

「エシカル消費」対応商品の利用を拡大
52億円の利用に

プラスチックによる環境負荷を減らす
コープ商品の取り組み

コープ商品　プラスチック使用量削減の取り組み

リサイクルの輪がつながるアイコープ商品

いわて生協で回収したペットボトルが
コープ商品の包材原料に

　「毎週届く宅配チラシがもった
いない」。そんな組合員の声にこ
たえ、1996 年に盛岡で、翌年
には全県で宅配チラシの回収を
スタートしました。さらに 1998
年には、回収したチラシを原料
の一部に使った商品「アイコープ
わたしたちのリサイクルトイレット
ロール」が誕生しました。
　組合員が使った宅配チラシを回収し、トイレット
ペーパーにリサイクルし、それを組合員が購入して利
用する。回収に出して終わりではなく、製品として利
用することでリサイクルの輪がつながる商品です。
　製造は、一関市の上山
製紙㈱。県内の工場だか
ら原料や商品の輸送距離
が短く、より環境にやさし
い商品です。

　日本生協連と協力し、いわて生協店舗で回収した
ペットボトルを、コープ商品のパッケージ原料にリサ
イクルする取り組みが 2022 年 5 月からスタートしま
した。「リサイクルのその先を実感できる」取り組み
として、組合員のみなさんから「もっと広げてほしい」
と声が寄せられています。
　23 年度はこの取り組みに参加する生協がさらに増
え、ペットボトルから再生したフィルムを使用している
すべてのコープ商品のパッケージに、生協で回収した
ペットボトルを原料として利用することができるように
なっています。

４．B
バ イ オ マ ス
iomass

植物由来の素材使用
植物からでき
たプラスチッ
クの利用をす
すめます。

３．R
リ サ イ ク ル
ecycle

再び資源に
回収プラスチッ
クを原料にした
包材の利用を
広げます。

１．R
リ デ ュ ー ス
educe

使用量を減らす
包 装 を 省く、
小 さくす る、
薄くするなど、
使用量を減ら
します。

２．R
リ ユ ー ス
euse

繰り返し使う
洗剤やシャン
プーなどの詰
め替え用を充
実します。

環境に配慮した商品の利用普及

組合員から回収した
宅配チラシを原料の
一部に使用。

ペットボトルを回収 圧縮して出荷 商品の包材に
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